
2018

5
No.157

広報

KUSHIMOTO The Public Information Magazine

工事の安全と早期完成を祈る
－ すさみ串本道路起工式 －



月５
Contents

もくじ

主な電話番号

串本町役場本庁舎
串本町役場古座分庁舎
くしもと町立病院
串本町教育委員会
文化センター
串本町図書館
保健センター
地域包括支援センター

６２‐０５５５
７２‐００８１
６２‐７１１１
７２‐００１７
６２‐０００６
６２‐４６５３
６２‐‐６２０６
６２‐‐６００５

市外局番 ０７３５

May. 2018 No.157

防災行政無線（町内）放送の
電話音声案内サービス

０１２０‐９２８‐６４９（無料）

広報

　２	

　３

　７　　

　

　８

１０

１２

１４

１６

１８

１９

２０

「よろず」相談をお受けいたします！／コンテンツ

まちのわだい

国保財政の健全化に向けて（３９）／平成２９年度

情報公開条例の運用状況

串本町高校等奨学金奨学生募集のお知らせ／平成

３０年度日本赤十字社活動資金のご協力について

串本を元気にする事業を募集します！！／平成３０

年度観光フォトコンテスト

水道の各種手続きについて／平成３０年工業統計調

査を実施します

訴訟最終告知・訴訟最終通知等の不審ハガキは全て

詐欺です

串本町職員の異動をお知らせします

平成３０年度新規採用職員をご紹介します

くしもと町立病院コーナー

保健センターだより／子育て支援室「りぼん」が引っ

越しました

よろこびかなしみ／地域おこし協力隊です！

火災・救急件数／人口／募集

お知らせ

相談／納税

　「よろず支援拠点」は、国が全国に設置する無料の経営相談所です。事業者の皆さま
に売上拡大・経営改善等のお悩みをお気軽にご相談いただけるよう、定期的に出張相談
会を開催しています。
　平成３０年度より地区担当制とし、今まで以上に継続的支援を実施してまいりますの
で、ぜひご利用ください。予約が必要ですので、相談を希望される方はご連絡ください。

事業者の皆さまの
　『 よろず 』 相談をお受けいたします！

■日時　毎月第１・第３金曜日　９：３０～１７：１５
　　　　（祝日・年末年始を除きます。）
■場所　東牟婁振興局（新宮市緑ケ丘２丁目４−８）
■費用　無料
■お問い合わせ・お申し込み
　和歌山県よろず支援拠点（公益財団法人わかやま産業振興財団内）　
　℡　０７３‐４３３‐３１００

※詳しくはホームページ	　https://yorozu-wakayama.jimdo.com/ 出張相談会 /		
　をご覧ください。

　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
活
動
を
通
し
て

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
動
報
告
会
が
３
月
28
日
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
木
戸
俊
秀
さ
ん
（
健
康
促
進
事
業
）、

博
多
敏
希
さ
ん
（
古
民
家
再
生
、
情
報

発
信
）、
中
村
槙
也
さ
ん
（
地
籍
調
査
、

地
場
産
品
耕
作
）、
ア
イ
シ
ェ
ギ
ュ
ル
・

ア
ル
カ
ン
さ
ん
（
国
際
交
流
）
の
４
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
成
果
と
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
熱
弁
し
ま
し
た
。

　
木
戸
さ
ん
は
、
串
本
町
民
は
元
気
な

方
が
多
い
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
貢
献
しスライドで活動報告をするアルカンさん

た
い
と
話
し
ま
し
た
。

　
博
多
さ
ん
は
、
株
式
会
社
を
設
立
し
、

４
月
か
ら
古
民
家
再
生
事
業
を
本
格
化

さ
せ
る
こ
と
を
紹
介
。
事
業
を
通
し
て

さ
ら
に
町
の
活
性
化
に
繋
げ
た
い
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
中
村
さ
ん
は
、
遊
休
農
地
を
利
用
し
、

な
ん
た
ん
蜜
姫
栽
培
で
感
じ
た
課
題
や

期
待
で
き
る
と
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ア
ル
カ
ン
さ
ん
は
、
国
際
交
流
を
通

じ
て
国
内
外
、
老
若
男
女
問
わ
ず
様
々

な
方
へ
町
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
た
と
活
動
成

果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
少
子
化
や
施
設
の
老
朽
化
な
ど
を
理

由
に
、
３
月
末
で
役
目
を
終
え
た
田
並

保
育
所
で
３
月
20
日
、
卒
園
式
と
閉
園

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
関
係
者

や
保
護
者
の
方
々
が
出
席
し
、
66
年
の

歴
史
を
振
り
返
り
、
思
い
出
が
詰
ま
っ

た
保
育
所
と
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　
同
保
育
所
は
、
昭
和
27
年
に
円
光
寺

の
近
く
に
「
エ
ン
ゼ
ル
幼
稚
園
」
と
し

て
開
園
。
昭
和
42
年
に
町
立
田
並
保
育

園
と
な
り
、
平
成
元
年
に
現
在
の
Ｊ
Ｒ

田
並
駅
の
裏
に
移
転
。
平
成
14
年
に
町

66
年
間
、た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
あ
り
が
と
う

田
並
保
育
所
閉
園
式

条
例
改
正
に
よ
り
町
立
田
並
保
育
所
に

名
称
が
変
わ
り
、
こ
れ
ま
で
に
卒
園
生

１
０
６
５
人
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　
卒
園
式
で
は
、
最
後
の
卒
園
児
５
名

に
卒
園
証
書
な
ど
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

閉
園
式
で
は
、
園
児
全
員
に
保
育
所
や

区
、
保
護
者
会
か
ら
閉
園
の
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
増
田
弘
子
所
長
は
「
田
並
保
育
所
、

お
友
達
、
先
生
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
ね
。
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
思

い
出
を
あ
り
が
と
う
。」と
話
し
ま
し
た
。

活
動
成
果
と
今
後
の
展
望
を
熱
弁

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

田並保育所最後の卒園証書を手渡される園児

閉園式で保護者と園児が「思い出のアルバム」を合唱

３月末で退任するアルカンさん（前列左から２
人目）と中村さん（左から４人目）は今後も串
本町民として様々な分野で活動されます
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串
本
町
観
光
協
会
と
古
座
観
光
協
会

が
３
月
31
日
付
け
で
解
散
し
、
４
月
１

日
か
ら
「
一
般
社
団
法
人
　
南
紀
串
本

観
光
協
会
」
と
し
て
新
た
に
設
立
。
３

月
31
日
に
Ｊ
Ｒ
串
本
駅
に
あ
る
事
務
所

で
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
４
月
の
町
合
併
後
も
、
旧

町
に
あ
っ
た
観
光
協
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の

エ
リ
ア
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
６
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
総
会
、

役
員
会
で
共
同
体
設
置
の
提
案
が
あ
り
、

検
討
会
を
重
ね
、
一
層
の
観
光
振
興
を

南
紀
串
本
観
光
協
会
を
新
た
に
設
立

観
光
に
関
わ
る
４
団
体
が
統
合図

ろ
う
と
い
う
趣
旨
で
統
合
が
決
定
し

ま
し
た
。

　
南
紀
串
本
観
光
協
会
は
、
串
本
町
観

光
協
会
、
古
座
観
光
協
会
、
串
本
町
教

育
旅
行
誘
致
協
議
会
、
串
本
ア
ウ
ト
ド

ア
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
実
行
委
員
会
の
４

団
体
が
統
合
さ
れ
て
発
足
。
事
務
所
は

こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
串
本
と
古
座
に
置

か
れ
ま
す
。
ま
た
、
古
座
観
光
協
会
は

「
南
紀
串
本
観
光
協
会
古
座
」
と
名
称

を
改
め
、
レ
ン
タ
ル
カ
ヌ
ー
等
の
体
験

型
観
光
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ま
す
。

串本事務所前でのテープカットの様子

古座事務所前であいさつをする島野利之観光協会会長

　
串
本
町
が
国
内
初
の
民
間
ロ
ケ
ッ
ト

射
場
の
有
力
候
補
地
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
和
歌
山
県
と
協
力
し
て
用
地
交
渉

な
ど
を
進
め
る
た
め
に
「
民
間
ロ
ケ
ッ

ト
射
場
誘
致
推
進
室
」
が
設
置
さ
れ
、

３
月
30
日
に
串
本
町
役
場
古
座
分
庁
舎

で
開
設
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
推
進
室
に
は
役
場
職
員
Ｏ
Ｂ
２
名
が

臨
時
職
員
と
し
て
常
勤
し
、
地
権
者
や

地
域
住
民
、
関
係
者
の
同
意
を
得
る
た

め
の
交
渉
や
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

民
間
ロ
ケ
ッ
ト
射
場
誘
致
推
進
室
を
開
設

役
場
古
座
分
庁
舎
で
４
月
か
ら
本
格
稼
働

　
開
設
式
で
は
、
田
嶋
町
長
が
推
進
室

の
看
板
か
け
を
行
い
、
佐さ

き
ゅ
う
ひ
で
や

久
秀
弥
和
歌

山
県
産
業
技
術
政
策
課
長
と
記
念
撮
影

を
行
い
ま
し
た
。

　
田
嶋
町
長
は
「
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を

い
た
だ
け
る
よ
う
に
取
り
組
み
を
進
め
、

町
の
活
性
化
を
考
え
、
こ
の
串
本
の
空

に
ロ
ケ
ッ
ト
が
舞
い
上
が
る
こ
と
を
夢

み
、
事
業
が
成
功
す
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。」
と
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

推進室の看板の前で記念撮影を行う県産業技術政策課の
佐久課長（左）と田嶋町長

式には多くの報道関係者が取材に訪れました

　
昨
年
２
月
に
タ
ー
キ
ッ
シ
ュ
・
エ
ア

ラ
イ
ン
ズ
東
京
支
社
長
に
就
任
し
た
メ

フ
メ
ッ
ト
・
ア
カ
イ
東
京
支
社
長
一
行

が
４
月
12
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
串
本

町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
就
任
し
て
以
来
、
串
本
町
へ
の
訪
問

を
希
望
さ
れ
て
い
た
ア
カ
イ
東
京
支
社

長
は
、
多
忙
な
業
務
の
合
間
を
ぬ
っ
て

今
回
の
訪
問
を
実
現
。
13
日
に
田
嶋
町

長
を
表
敬
訪
問
し
「
串
本
町
に
は
ト
ル

コ
の
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
ま
る
で
ト

ル
コ
に
い
る
よ
う
な
感
覚
で
嬉
し
く

な
っ
た
。
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事

件
か
ら
１
２
８
年
経
っ
た
今
で
も
こ
の

日
ト
友
好
の
地
を
念
願
の
視
察

タ
ー
キ
ッ
シ
ュ
・
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
東
京
支
社
長
来
町

よ
う
に
友
好
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
こ

と
は
あ
り
が
た
い
こ
と
。
一
緒
に
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
ト
ル
コ
航
空

と
し
て
で
き
る
こ
と
は
す
べ
て
し
た

い
。」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ト
ル
コ
軍
艦
慰
霊
碑
へ
献

花
を
行
っ
た
ほ
か
、
旧
養
春
小
学
校
内

の
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
・
リ
サ
ー
チ
・
セ

ン
タ
ー
や
ト
ル
コ
記
念
館
、
串
本
海
中

公
園
な
ど
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　
慰
霊
碑
へ
献
花
し
た
ア
カ
イ
東
京
支

社
長
は
「
離
れ
て
い
て
も
ト
ル
コ
と
日

本
が
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

で
き
て
感
動
し
た
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

1

2

絵本を寄贈する本田代表取締役（左）、マネージャー
の山口小百合さん（中央）と田嶋町長 感謝状を受け取る前地・前管理者

　
４
月
４
日
、
白
浜
町
で
ト
ル
コ
雑
貨

の
輸
入
販
売
や
飲
食
店
経
営
な
ど
を
し

て
い
る
株
式
会
社
Ｋ
Ｃ
Ｒ
（
本
田
景
士

代
表
取
締
役
）
よ
り
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル

ル
号
遭
難
事
件
の
史
実
を
基
に
創
作
し

た
絵
本
「
タ
イ
ヨ
ウ
の
く
に
と
ツ
キ
の

ふ
ね
」
３
冊
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
田
代
表
取
締
役
は
串
本
町
出
身
で
、

小
さ
な
子
ど
も
に
も
史
実
が
伝
わ
る
よ

う
に
と
絵
本
を
制
作
。
寄
贈
さ
れ
た
絵

本
は
、
町
図
書
館
で
の
子
ど
も
へ
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
に
活
用
す
る
予
定
で
す
。

絵
本
で
史
実
を
伝
え
た
い

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
件
の
創
作
絵
本
を
寄
贈

永
年
の
功
績
に
深
く
感
謝

前
地
武
弘
・
前
病
院
事
業
管
理
者
に
感
謝
状
贈
呈

　
３
月
末
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た
前

地
武
弘
・
前
病
院
事
業
管
理
者
に
３
月

23
日
、
田
嶋
町
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
地
・
前
管
理
者
は
、
旧
串
本
病
院

時
代
か
ら
30
年
以
上
に
わ
た
り
近
畿
大

学
医
学
部
と
の
関
係
構
築
に
尽
力
さ
れ
、

く
し
も
と
町
立
病
院
で
は
初
代
の
病
院

事
業
管
理
者
と
し
て
地
域
医
療
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

歓談するアカイ東京支社長（左）と田嶋町長

慰霊碑へ献花するアカイ東京支社長
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３
月
30
日
、
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線

の
一
部
と
な
る
一
般
国
道
42
号
串
本
太

地
道
路
の
新
規
事
業
化
が
国
土
交
通
省

か
ら
正
式
に
発
表
さ
れ
、
串
本
町
役
場

で
は
事
業
化
を
祝
う
垂
れ
幕
や
の
ぼ
り

旗
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
串
本
太
地
道
路
は
、
串
本
町
と
太
地

町
に
近
い
那
智
勝
浦
町
八や

た

が

の

尺
鏡
野
を
結

ぶ
18
・
４
キ
ロ
の
自
動
車
専
用
道
路
で
、

す
で
に
開
通
し
て
い
る
那
智
勝
浦
新
宮

道
路
と
事
業
に
着
手
し
て
い
る
す
さ
み

串
本
道
路
に
つ
な
が
り
ま
す
。①串本町役場本庁舎に

設置された垂れ幕
②国道42号沿いに設
置されたのぼり旗

①あいさつをする
仁坂知事　②祝辞
を述べる二階議員　
③（左から）串本
町、すさみ町、和
歌山県のマスコッ
トキャラクターも
出席

　
４
月
15
日
、
町
立
体
育
館
に
お
い
て

一
般
国
道
42
号
す
さ
み
串
本
道
路
の
起

工
式
が
開
催
さ
れ
、
関
係
者
や
一
般
来

場
者
約
５
０
０
人
が
工
事
の
安
全
と
早

期
完
成
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
す
さ
み
串
本
道
路
は
、
串
本
町
サ
ン

ゴ
台
と
紀
勢
自
動
車
道
す
さ
み
南
イ
ン

タ
ー
を
結
ぶ
19
・
２
キ
ロ
の
自
動
車
専

用
道
路
で
、
現
在
の
国
道
42
号
で
は
台

風
な
ど
で
土
砂
災
害
や
越
波
の
可
能
性

が
あ
る
危
険
な
場
所
を
回
避
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

で
予
測
さ
れ
る
津
波
よ
り
も
高
い
位
置

災
害
時
支
援
や
地
域
の
活
性
化
に
期
待

一
般
国
道
42
号
す
さ
み
串
本
道
路
起
工
式

に
建
設
さ
れ
る
た
め
、
津
波
発
生
時
の

一
時
的
な
避
難
場
所
に
も
な
り
、
緊
急

輸
送
道
路
と
し
て
災
害
時
の
救
急
・
救

命
や
復
興
活
動
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
ア
ク
セ
ス
が
良
く
な
る
こ
と
で
、
救

急
医
療
活
動
へ
の
貢
献
や
地
域
の
観
光

活
性
化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
式
で
は
、
は
じ
め
に
石
川
雄
一
国
土

交
通
省
道
路
局
長
が
「
早
期
開
通
を
目

指
し
て
事
業
を
推
進
し
ま
す
。」
と
あ

い
さ
つ
し
、
仁
坂
吉
伸
和
歌
山
県
知
事

は
「
開
通
す
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ

ス
の
構
想
が
で
き
る
。」
と
期
待
の
言たくさんの方が来場した会場の様子

紀
伊
半
島
一
周
へ
前
進

串
本
太
地
道
路
新
規
事
業
化

関係者による鍬入れ式

葉
を
述
べ
ま
し
た
。
　

　
二
階
俊
博
衆
議
院
議
員
、
浮
島
智

子
衆
議
院
議
員
、
足
立
敏
之
参
議
院

議
員
、
尾
㟢
太
郎
和
歌
山
県
議
会
議

長
、
中
村
裕
一
和
歌
山
県
議
会
高
速

自
動
車
国
道
紀
南
延
長
促
進
議
員
連

盟
会
長
、
岡
本
克
敏
す
さ
み
町
議
会

議
長
、
鈴
木
幸
夫
串
本
町
議
会
副
議

長
ら
多
数
の
来
賓
者
が
出
席
し
、
二

階
議
員
は
「
一
日
で
も
早
い
完
成
を

望
む
地
域
の
人
々
の
想
い
に
政
治
は

応
え
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。」
と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
鍬
入
れ
式
や
万
歳
三
唱

が
行
わ
れ
、
最
後
に
餅
ま
き
を
行
っ

て
工
事
の
着
工
を
祝
い
ま
し
た
。
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住民課からのお知らせ

国保財政の健全化に向けて（39）

お知らせワイド
information

　健診受診率向上も国保税を抑制する手段

　今年も特定健診が始まっています。受診率を向上させ「皆さまの健康維持・国からの補助金増加」
＝「国保税の抑制」につなげたいと考えていますが、様々な理由で健診を受けられない方もいらっ
しゃいます。そのような場合、どうすれば受診率を上げられるか説明します。

　以前、特定健診を受けない理由を調査しましたが、その主な理由ごとに対応方法をまとめました。

　検査結果の提供をお願いします。特定健診と
ほぼ同じ内容ですので、提供していただくと国
保の特定健診を受けたとみなすことができ、受
診率を上げることができます。
※提供していただいた場合は粗品を差し上げます。

■定期的に通院している
　町内の開業医であれば、定期的に行っている
検査を特定健診とみなせる場合があります（検
査内容による）。その場合、病院を通じて検査
結果を提供していただくことになりますので、
主治医にご確認ください。また、主治医の判断
によっては、普段の検査を特定健診の個別健診に振り替える場合もあります。
　町外の病院等に通院されている方は、持病以外の健康状態も確認できますので、ぜひ特定健診をお
申し込みください。

合計：543人

通院中：260人

（48％）

職場・人間ドック：107人

（20％）

元気である：85人

（16％）

受診がいや：31人

受診を検討している：13人（2％）
関心がない：16人（3％）

他所にいる：7人（1％）

忙しい：24人（4％）

（6％）

受診を断った理由

■元気である
　生活習慣病は、重症化するまで自分では悪化
していることが分かりません。ぜひ定期的に健
診を受けて、健康であることをご確認ください。

■忙しい、関心がないなど
　特定健診の受診率は、国の補助金額を左右する
重要な数値です。国保税を上げないためにも、ぜ
ひ健診を受けていただきますようお願いします。

　平成２９年度の串本町情報公開条例の運用状況は次のとおりです。

総務課からのお知らせ

情報公開条例の運用状況平成２９年度
（平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日）

■開示請求件数
所管課 件数 所管課 件数

総務課 4 建設課 2
企画課 1 水道課 1
税務課 1 議会事務局 1
福祉課 3 串本消防署 2
産業課 5 くしもと町立病院 2
合　　計 22

■処理内訳
内訳 件数

開示 17
部分開示 1
非開示 3
不受理 0
合　計 21

開示の率（％） 86

１件の開示請求が複数の
所管課への開示請求に該
当する場合があるため、
開示請求件数と処理内訳
の開示数の合計数が違う
ことがあります。

※

■部分開示状況
適用状況 件数

個人情報 1
法人等事業活動情報 0
審議検討情報 0
事務事業執行情報 0

合計 1

■不服申立
件数

申立件数 0
処理件数 0

■職場や商工会の健診、人間ドックを受けている
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お知らせワイド
information

　日本赤十字社は、熊本地震などの国内災害救護や社会福祉、ボランティアなど、各分野にわたっ
て活動をしています。こうした活動の資金は、赤十字の理念に賛同し協力くださる会員による会費
と、一般の皆さまから寄せられる寄付金によって支えられています。
　串本町（分区）においても、本年度も町内の各区を通じ募集のお願いをさせていただきたいと思
いますので、町民の皆さまの温かいご協力をお願いいたします。
　なお、平成２９年度には２，１８０，３９１円の活動資金をお寄せいただきました。皆さまのご厚
意に対し、心より感謝申し上げます。
※これまで使用されてきた「日赤社資」は、平成２９年度より「日赤
　活動資金」に変更されています。

福祉課からのお知らせ

日本赤十字社活動資金のご協力について

◇お問い合わせ先◇
　日本赤十字社和歌山県支部串本町分区（ 事務局 ）
　串本町役場　福祉課内　　℡　０７３５‐６２‐０５６２

平成３０年度

串本町高校等奨学金奨学生募集のお知らせ
　串本町では、「串本町高校等奨学金規則」に基づき、高等学校等（高等学校、高等専門学校１～
３学年、中等教育学校後期課程、特別支援学校高等部、専修学校高等課程）の生徒を対象に、奨学
金を給付（※返済不要）する制度を実施しています。
　つきましては、次のとおり平成３０年度奨学生を募集します。

■募集期間　平成３０年６月　４日（月）から
　　　　　　　　　　　６月１９日（火）まで
■給付条件
　①奨学生の生計を維持する者が、串本町に住　　　　　　　　
　　所を有していること。
　②住民税が“非課税”の世帯であること。た　
　　だし、特別な事情により教育委員会が認め
　　た場合は、この限りではない。
■給付金額　月額　５，０００円
■給付期間　平成３０年４月分から
　　　　　　平成３１年３月分までの１年間
■給付決定　
　　教育委員会において、提出書類等を審査し
　たうえで決定し、申請人に通知します。

■提出書類　　　　
　①奨学生願書
　②平成３０年度串本町住民税課税証明書
　　( 平成２９年収入分 )
　③同意書
　④民生委員意見書（課税世帯で、特別な事情
　　にて申請する場合にご提出ください。）
※必要書類は、串本町教育委員会にてお渡しし           
　ますので、串本町役場古座分庁舎または串本
　町文化センターまでお越しください（お問い
　合わせいただきましたら郵送も可能です）。

◇提出先・お問い合わせ先◇　　　　　
　〒６４９‐４１９２　串本町西向３５９番地
　串本町役場古座分庁舎　２階
　串本町教育委員会　教育課
　℡　０７３５‐７２‐００１７

教育課からのお知らせ産業課・企画課からのお知らせ

串本を元気にする事業を募集します !!
▼串本町ホームページもご覧ください。

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　産業課　℡　０７３５‐６２‐０５５７　

■助成金額
　申請された事業費の８０％以内の額。
　※１件あたり助成限度額は２００万円。
■締切日
　平成３０年５月３１日（木）
◇申請受付・お問い合わせ先◇
　串本町役場　産業課
　℡　０７３５‐６２‐０５５７

　串本町の特性を活かし、活力ある観光のまち
づくりを推進するため、地場産業と観光事業等
が協力して、観光客の増加に貢献する事業に対
して助成をします。
■対象
　和歌山東漁協、紀南・みくまの農協
　南紀森林組合、串本町商工会
　南紀串本観光協会、ＮＰＯ

地場産業育成および観光事業等推進資金助成事業

串本町では、串本を元気にする事業に対して、次のとおり助成をします。
詳しくは各担当課までお問い合わせください。

産業課からのお知らせ

平成３０年度  観光フォトコンテスト

平成２９年度グランプリ作品「朝日に染まる」
撮影：山本　早苗

あなたの写真が
観光カレンダーを
飾るかもしれない！

　串本町では今年も町のパンフレットやカレンダーな
どに用いる写真を募集します！
　今回は、「串本町隠れた魅力賞」を設定します。
　グランプリは賞金１０万円！
　今までと違った切り口から見た串本の写真をお待ち
しております。
（ 例 ）串本の町並みや賑わい
　　　過去の入選作品にない切り口のもの　など

お知らせワイド
information

■助成金額
　最高限度額は、原則として１件３０万円。
　最低限度額は、原則として１件１０万円。
■締切日
　平成３０年５月３１日（木）

串本まちづくり応援事業
　個性的で地域をアピールするイベント、日本
トルコ友好発祥の地である串本をアピールする
イベント等に対して助成をします。

■対象
　串本町内各団体、グループが実施する事業で
　原則３分の１以上の自己資金を持つもの

◇申請受付・お問い合わせ先◇　
   串本町役場　企画課　
   ℡　０７３５‐６２‐０５５６
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水道課からのお知らせ

① 水道の各種手続きについて
　次の手続きは、平日に水道課 ( 古座分庁舎）または住民課（本庁舎）で、所定の様式により事前
に届出をお願いします。届出には認印が必要です。郵送による届出も受け付けています。

　■水道使用開始
　　転入や転居、帰省等で水道を使用するとき
　■水道使用中止
　　転出や転居、長期間留守にする等で水道の使用をやめるとき
　■その他
　　水道使用者の名義や送付先を変更するとき

※水道使用開始の届出をせず水道を使用した場合、無断使用となり、町給水条例第３７条の規定に
　より過料が科されることがあります。なお、無断使用および漏水調査は随時行っていますので、　
　ご協力をお願いいたします。
※各種届出の受付は、平日の午前８時３０分から午後５時１５分までです。数日の余裕をもって届
　出をお願いします。また、ゴールデンウィーク前後は開栓・閉栓が大変混み合いますので、でき
　るだけお早めに届出いただきますようご協力をお願いいたします。
※土・日、祝日および年末年始の休日は、受付ならびに開栓・閉栓作業は行っておりません。

② 水道使用開始時・中止時に手数料が必要です

　こちらの手数料は、水道の使用開始または中
止の届出後に水道料金とあわせて請求させてい
ただきます。

※納期限までに手数料を納付されていない場合
   は、水道の開栓に応じられない場合もありま
   すのでご注意ください。
◇お問い合わせ先◇
　串本町役場　水道課　料金グループ
　℡　０７３５‐７２‐００８２

水道使用 ( 開始・中止 ) 手数料

750 円1回につき

企画課からのお知らせ

平成３０年工業統計調査を実施します

お知らせワイド
information

　調査票にご記入いただいた内容は、統計作成
の目的以外に使用することは絶対にありませ
ん。調査の主旨をご理解いただき、ご回答をよ
ろしくお願いいたします。

　工業統計調査は、我が国の工業の実態を明ら
かにすることを目的とした、統計法に基づく報
告義務がある重要な統計調査です。
　調査結果は、中小企業施策や地域振興などの
基礎資料として利活用されます。

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　企画課　℡　０７３５‐６２‐０５５６

　　　■調査対象：従業者４人以上の製造業を営む事業所
　　　■調査時点：平成３０年６月１日

警察署からのお知らせ

お知らせワイド
information

訴訟最終告知・訴訟最終通知等の 不審ハガキは全て詐欺です

このようなハガキが届いたら十分注意してください！
記載されている電話番号には電話をしないようにしてください！

◇お問い合わせ先◇　　串本警察署　℡　０７３５‐６２‐０１１０

だまされていませんか？まずは相談

総合消費料金に関する
訴訟最終告知のお知らせ

この度、ご通知致しましたのは、貴方の利用さ
れていた契約会社、ないしは運営会社側から契
約不履行による民事訴訟として、訴状が提出さ
れました事をご通知致します。管理番号（わ）
318　裁判取り下げ最終期日を経て訴訟を開始
させていただきます。尚、ご連絡なき場合、原
告側の主張が全面的に受理され、執行官立ち会
いの元、給料差し押さえ及び、動産、不動産物
の差し押さえを強制的に履行させていただきま
すので裁判所執行官による執行証書の交付を承
諾していただくようお願い致します。
裁判取り下げなどのご相談に関しましては当局
にて受け賜っておりますので、職員までお問合
せ下さい。
尚、書面での通達となりますのでプライバシー
保護の為、ご本人様からご連絡いただきますよ
うお願い申し上げます。

※取り下げ最終期日　平成○○年○月○○日

法務省管轄支局　国民訴訟通達センター
東京都千代田区霞が関３丁目○○○○
取り下げ等のお問合せ窓口
　０３－５９６２－○○○○
受付時間　９：００～２０：００（日、祝日除く）

総合消費料金未納分訴訟最終通知書
訴訟番号　そ３５５

この度御通知致しましたのは、貴方の未納され
ました総合消費料金について契約会社、ないし
は運営会社から民事訴訟として訴状の提出をさ
れました事を御通知致します。以降、下記に設
けられた裁判取り下げ最終期日を経て訴訟を開
始させて頂きます。このままご連絡なき場合に
は、原告側の主張が全面的に受理され裁判後の
処置として給与の差し押さえ及び動産物、不動
産物の差し押さえを執行官の立会いのもと強制
的に履行させて頂きますので裁判所執行官によ
る「執行証書」の交付を承諾して頂くようお願
いすると同時に債権譲渡証明書を一通郵送させ
て頂きますので、ご了承下さい。民事訴訟及び、
裁判取り下げ等の御相談に関しましては当局に
て受け賜っておりますので職員までお問合せ下
さい。尚、書面での通達となりますので、プラ
イバシー保護の為、必ず御本人様から御連絡頂
きますようお願い申し上げます。以上を持ちま
して、最終通達とさせて頂きます。

裁判取り下げ最終期日　平成○○年○月○○日
民事訴訟管理センター
〒１０２－８６８８
東京都千代田区九段南○○○○
消費者相談窓口　０３－４２１○－○○○○
受付時間　９：００～２０：００

ハガキの裏面ハガキの裏面
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新
職
・
新
所
属

氏
名

旧
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・
旧
所
属
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（
20
名
）

総
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岡
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　恵
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建
設
課

総
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岡
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史

税
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企
画
課

池
田

　幸
司

建
設
課

企
画
課

坂
本

　竜
一

福
祉
課

税
務
課

松
原

　邦
明

産
業
課

税
務
課

渡
瀬

　裕
基

産
業
課

住
民
課

岡
田

　真
一

税
務
課

住
民
課

中
畑

　寛

教
育
課

住
民
課

小
久
保  

和
俊

総
務
課

福
祉
課

藤
野

　等

住
民
課

福
祉
課

西
野

　真

総
務
課

こ
ど
も
未
来
課

新
田

　瑞

住
民
課

産
業
課

松
原

　智
昭

福
祉
課

産
業
課

坂
口

　克
輝

建
設
課

建
設
課

松
村

　和
哉

税
務
課

建
設
課

勝
山

　典
明

福
祉
課

建
設
課

芝
山

　功

国
土
交
通
省

教
育
課

村
上

　彰

住
民
課

和
歌
山
県
後
期
高
齢

者
医
療
連
合
へ
派
遣

（
住
民
課
付
け
）

岡
本

　潤
弥

住
民
課

く
し
も
と
こ
ど
も
園

山
㟢

　真
耶

潮
岬
幼
稚
園

平成３０年４月１日付けで、串本町職員の人事異動が発令されました。
ここでは、行政職の課長、園長・所長、副課長、一般職の異動と退職者をお知らせします。

串本町職員の異動をお知らせします

■ 

異
動
　（
平
成
30
年
４
月
１
日
付
）

新
職
・
新
所
属

氏
名

旧
職
・
旧
所
属

課
長
級
（
２
名
）

水
道
課
長

佐
藤

　則
夫

水
道
課
副
課
長

消
防
長

寺
島

　正
彦

消
防
本
部

総
務
課
長

園
長
・
所
長
級
（
２
名
）

く
し
も
と
こ
ど
も
園

副
園
長（
園
長
待
遇
）
美
代
取

　初
美

こ
ど
も
未
来
課

副
課
長

和
深
保
育
所
長

勝
山

　久
美

和
深
保
育
所
主
任

副
課
長
級
（
１
名
）

水
道
課
副
課
長

高
岡

　茂
樹

住
民
課
副
課
長

班
長
級
（
11
名
）

総
務
課
班
長

吉
村

　崇

総
務
課
主
任

住
民
課
班
長

前
芝

　茂

建
設
課
班
長

福
祉
課
班
長

澤
井

　由
紀

福
祉
課
主
任

建
設
課
班
長

岡
田

　英
明

議
会
事
務
局
班
長

教
育
課
班
長

河
合

　拓
也

水
道
課
班
長

水
道
課
班
長

兵
庫

　淑
之

水
道
課
主
任

議
会
事
務
局
班
長

大
芝

　英
智

教
育
課
班
長

く
し
も
と
町
立

病
院
事
務
部
班
長

石
森

　義
基

く
し
も
と
町
立

病
院
事
務
部
主
任

く
し
も
と
町
立

病
院
事
務
部
班
長

橘

　秀
明

く
し
も
と
町
立

病
院
事
務
部
主
任

和
深
保
育
所
主
任

水
端

　ゆ
か
り

潮
岬
幼
稚
園
主
任

潮
岬
幼
稚
園
主
任

湯
口

　い
づ
み

く
し
も
と
こ
ど
も

園
保
育
教
諭

■ 

退
職
　（
平
成
30
年
３
月
31
日
付
）

旧
職
名

氏
名

行
政
職
（
４
名
）

水
道
課
長

岡
村

　好
一

く
し
も
と
こ
ど
も
園
副
園
長

濱
口

　芳
美

和
深
保
育
所
長

谷
岡

　起
世
美

企
画
課
主
査

原

　由
木
野

消
防
職
（
４
名
）

消
防
長

北
地

　稔

消
防
次
長

山
本

　実

七
川
分
駐
所
長

山
㟢

　茂
生

古
座
消
防
署
長

中
瀨

　勝
典

医
療
職
（
７
名
）

副
病
院
長

木
村

　憲
三

副
病
院
長

船
井

　貞
住

小
児
科
医
員

塩
谷

　拓
嗣

整
形
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
員
青
山

　真
吾

外
科
医
員

小
北

　晃
弘

臨
床
検
査
技
師

山
田

　正
隼

准
看
護
師

田
村

　美
樹
子

平成３０年度　新規採用職員をご紹介します

今年度は、行政職５名、保育士・幼稚園
教諭３名、消防職２名、串本町古座川町
衛生施設事務組合（以下衛生組合）１名、
計１１名が採用されました。

消防本部
須
す か

賀　真
まさき

生
地元に貢献できるように地域

の方とのコミュニケーション

もしっかりとり、頼られる消

防士になるよう頑張ります。

少しでも早く串本町、古座川

町の皆さまのお役に立てるよ

う誠心誠意頑張ります。よろ

しくお願いします。

衛生組合
辻
つじうち

内　美
み さ

佐

子どもたちが安心して笑顔で

過ごせるように、精一杯頑張

ります。よろしくお願いいた

します。

くしもとこども園
大
おおえ

江　佳
か な こ

菜子
消防本部

水
みずもと

本　天
たかと

斗
一日でも早く立派な消防士に

なり、地元に貢献できるよう

常に向上心を持ち頑張りま

す。よろしくお願いします。

くしもとこども園
橘
たちばな

　加
か な

奈
子どもたちが笑顔で楽しく通

え、保護者の方にも信頼して

いただけるよう頑張りますの

でよろしくお願いします。

子どもたちが毎日元気に過ご

せ、保護者の方が安心できる

よう笑顔で精一杯頑張ります

のでよろしくお願いします。

くしもとこども園
山
やまさき

崎　倫
み や か

矢佳

これまでの経験を生かし、皆

さまに信頼していただけるよ

う頑張りますのでよろしくお

願いします。

建設課
大
おおおか

岡　龍
りゅうせい

星
水道課

直
なおい

井　卓
たくみ

海
一日でも早く仕事を覚え、串

本町の発展に貢献できるよう

頑張りますのでよろしくお願

いいたします。

住民課
羽
はやま

山　翼
つばさ

少しでも早く仕事を覚えて、

町民の皆さまのお役に立てる

よう精一杯頑張りますのでよ

ろしくお願いいたします。

町民の皆さまのお役に立てる

よう、日々精一杯努めてまい

りたいと思います。よろしく

お願いいたします。

福祉課
宮
みやもと

本　京
きょうか

佳

税務課
住
すみの

野　渚
なぎさ

高校を卒業したばかりで分か

らないことが沢山あります

が、町民の皆さまのお役に立

てるよう精一杯頑張ります。
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■くしもと町立　　　　
　　　病院コーナー ■

今日も明日も

おたっしゃで。
Vol.73

４月から着任された医師を紹介します

外科　吉
よ し だ

田　英
ひ で き

樹　副院長

　このたび町立病院の外科医師として、近畿大学医学部附属病院から赴任し
ました吉田英樹と申します。平成１０年に大学を卒業後、これまで近畿大学
や南大阪地区の病院で、一般・消化器外科、小児外科、腹

ふく

腔
くう

鏡
きょう

手術、消化管
内視鏡検査などを担当してまいりました。微力ながらこれまでの経験をこの
地で生かすことができればと考えております。南紀では白浜や田辺にはとき

どき来るのですが、ここ本州最南端の町は初めてになります。せっかくの機会ですので、仕事の合間
に温暖な気候や海岸線の景色など町の魅力も体験できればと楽しみにしております。串本町の皆さま
が少しでも安心してくらせるよう努めてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

外科　村
む ら せ

瀨　貴
たかあき

昭　医員

　このたび赴任いたしました、外科医の村瀬貴昭と申します。
今までは肝

かんたんすい

胆膵外科医として診療し、また慢性膵
すいえん

炎と膵
すいがん

癌に関する研究を
行ってきましたが、一般外科としてこのたびは診療させていただきます。
　働く場所はかわっても、医者として人間として向上心をもっていきたいと
考えております。外傷、消化器疾患、ヘルニア等でお困りの方はおこしくだ
さい。また、予防医学・早期発見の重要性が近年指摘されております。小さなことでも気になる方は
外来でご相談ください。　　　　　

内科　南
みなみ

　知
ともひろ

宏　医員

　このたび近畿大学医学部附属病院より、３月まで勤務されていた足立先生
の後任として赴任することとなりました南知宏と申します。近畿大学医学部
附属病院では肝臓をメインに診察し、腹部エコー検査や内視鏡検査（胃カメ
ラ、大腸カメラ）を行っていました。大学院では通常の腹部エコー検査で認
識できない肝細胞癌を治療するにあたり、造影エコーと f

フュージョン

usion i
イ メ ー ジ ン グ

maging と

いう磁気センサーを用いた位置確認プログラムを併用して腫
しゅよう

瘍を描出し、治療（ラジオ波焼灼術）を
行うという論文で博士号を取得させていただきました。専門は消化器内科ですが、くしもと町立病院
では一般内科医として消化器領域以外にも糖尿病、不眠など幅広く対応させていただきます。生活習
慣病でお困りの方、健診で異常を指摘された方などもお気軽にご相談いただければ幸いです。微力で
はありますが、精一杯串本の医療に貢献できるよう精進していきたいと考えています。よろしくお願
いいたします。

はしょうしゃくじゅつ

内科　竹
たけもと

本　典
の り お

生　医員 

　４月から内科で働かせていただくことになりました竹本です。私は、平成
２６年に自治医科大学という出身県の地域医療を担う医師を育成する特殊な
大学を卒業しました。卒後２年間、和歌山県立医科大学にて臨床研修を行い、
平成２８年から２年間、和歌山県からの派遣という形で有田市立病院の内科
医師として勤務しました。将来的に消化器外科診療をすることを志しており、

高血圧や糖尿病など一般内科診療・救急診療のみならず、消化器内科診療、内視鏡検査・治療や消化
器一般外科手術にて経験を積ませていただきました。今回も、ご縁があり和歌山県からの派遣という
形でお世話になることになりました。微力ではありますが、串本町の皆さまのお役に立てるように尽
力いたします。

小児科　草
く さ の

野　信
のぶよし

義　医員

　４月からくしもと町立病院小児科に赴任させていただきます草野信義と申
します。私は、平成２５年に奈良県立医科大学を卒業後、近畿大学医学部附
属病院で２年間の臨床研修医を経て、同大学の小児科で勤務して参りました。
近畿大学の小児科ではこれまで心疾患、腎疾患、血液疾患、新生児疾患など、
様々な分野について勉強させていただきました。今回くしもと町立病院で勤
務するにあたり、串本の子供たちが元気でいることの手助けとなれるよう頑張りたいと思いますので、
どうぞよろしくお願いいたします。

４月からのニューフェイス
　本年度、６名の医師のほか、看護
師４名、臨床工学技士１名が採用さ
れました。町民の皆さまに安心して
いただけるよう精一杯頑張りますの
で、どうぞよろしくお願いします。
後列左から：竹本医師、【看護師】前地優、【看

護師】田仲ゑり子、【看護師】池田京子、【看護師】

西則子、【臨床工学技士】丸尾恭弘、森下医師

前列左から：南医師、吉田医師、竹村司管理者

（医師）、阪本繁病院長、村瀨医師、草野医師

【お詫びと訂正】
　「広報くしもと４月号」配布時のチラシで「外来診療担当医予定表」をお知らせしましたが、記
載に誤りがありました。ご迷惑をおかけしたことをお詫びするとともに、ここに訂正いたします。
（誤）小児科　金曜日　竹村　司　医師　　→　　（正）小児科　金曜日　草野信義　医師

整形リハビリテーション科　森
もりした

下　貴
たかふみ

文　医員 

　４月より近畿大学医学部整形外科教室よりくしもと町立病院に赴任するこ
とになりました森下貴文です。平成２８年に近畿大学医学部を卒業し、同年
４月より２年間近畿大学医学部附属病院で初期臨床研修し、整形外科教室に
入局いたしました。若輩者ですが、経験などの不足分は情熱と努力で補い、
串本の地域医療に貢献していきたいと思います。精一杯頑張りますので、よ

　　　　　　　　　　　ろしくお願い申し上げます。
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日（SUN） 月（MON） 火（TUE） 水（WED） 木（THU） 金（FRI） 土（SAT）
1
　日本脳炎予防接種

2 3　憲法記念日 4　みどりの日 5　こどもの日

6
　

7 8
　かるがもひろば
　健康相談（※）
　

9
　日本脳炎予防接種

10
　１歳８か月児
　健診

11
　きらきらくらぶ

12
　おひさまくらぶ
　集団健診
　（古座分庁舎）

13
　集団健診
　（古座分庁舎）

14 15 16
　マタニティヨガ

17
　日本脳炎予防接種

18
　きらきらくらぶ

19
　

20 21 22 23
　

24
　離乳食教室
　

25 26

27　 28 29 30 31
　４か月児・
　１０か月児健診

保健センターだより
※健診等についてのお申し込み・お問い合わせは、
　保健センター（℡０７３５‐６２‐６２０６）まで

5月の行事カレンダー

 

※健康相談は、保健センターにて１３時３０分から１５時まで実施します。　
　希望者 (４０歳以上の女性 ) には骨密度測定を実施しますので、５月７日 (月 ) までにお申し込みください (先着３０名様）。

◎各事業の対象となる方には個別にご連絡しております。母子・成人事業

　生涯に何度もないマタニティ期。お母さん
と赤ちゃんとの時間を一緒にすごしません
か？呼吸を整えて必要な筋
肉を動かし、無理なく楽し
いマタニティライフをすご
しましょう！

■日　時　平成３０年５月１６日（水）
　　　　　１０：３０～１２：００
■場　所　串本町保健センター　２階ホール
■講　師　ヨガインストラクター
　　　　　城

じょう

　千
ちひ ろ

湖　先生
■持ち物　飲み物・汗ふきタオル・母子手帳
　　　　　健康保険被保険者証
　　　　※動きやすい服装でお越しください。
■対象者　対象者には個別にご案内します。
　
　妊娠１６週以降で妊娠の経過が順調な方が
参加できます。参加を希望される方は、５月
１４日（月）までに保健センター（℡　６２
‐６２０６）にご連絡ください。

マタニティヨガ教室を開催します
　栄養士がお母さんと一緒
に離乳食を作ります。今ま
で気になっていたことも実
習をしながら聞いてみませ
んか？

■日　時　平成３０年５月２４日（木）
　　　　　１３：３０～１５：００
■場　所　古座分庁舎　調理室
■対象者　対象者には個別にご案内します。
　
　対象者以外の方でも、１歳未満のお子さんが
いらっしゃる保護者であれば、どなたでも参加
できます（希望者が多数の場合は、初回参加者
を優先いたします。）。お子さん・お父さんもご
一緒にどうぞ！お子さんは調理室横の和室でお
預かりします。
　なお、準備の都合がありますので参加を希望
される方は、５月２２日（火）までに保健セン
ター（℡　６２‐６２０６）にご連絡ください。

離乳食教室を開催します

　今年度から４ヶ月児のお子さんから「かるがもひろば」に来ていただくことができます。
　広場デビューに「かるがもひろば」に来てみませんか？親子で楽しめる遊びを保育士が教えてく
れます。保健師もいますのでお気軽にご相談ください。
　　■対象者　４か月頃から１０か月までのお子さんと保護者
　　■場　所　くしもとこども園内　子育て支援センター「ぽかぽか園」（旧串本幼稚園）
　　■時　間　１０：００～１１: ００

　子育てに関する相談業務を行っていた子育て支援室「りぼん」が、役場本庁舎こども未来課から、
くしもとこども園内の子育て支援センター「ぽかぽか園」に引っ越しました。
　今まで同様、お子さんのことで悩みや心配ごとがあれば、お気軽にご相談ください。
　
　◇お問い合わせ先◇　くしもとこども園　つばき園舎　子育て支援センター「ぽかぽか園」内
　　　　　　　　　　　串本町串本５０８‐３　　℡　０７３５‐６２‐５５５２　　　　　　　　　　　

子育て支援室「 りぼん」 が引っ越しました

　串本町では、平成２５年度より風しん予防接種費用の公費助成を行っています。
　風しんは、抗体を持たない妊娠中の女性が感染すると、赤ちゃんに難聴・心疾患・白内障を主症
状とする「先天性風しん症候群」という病気を起こすことがあります。これから妊娠を希望する女
性や周りの方も一緒に予防接種を受けて、将来産まれてくる大切な赤ちゃんを守りましょう。

　　【対象者】　接種時に串本町民である方で、次のいずれかに該当する方
　　　　　　　Ａ．妊娠を希望する１９～５０歳未満の女性
　　　　　　　Ｂ．妊娠している女性の夫
　　　　　　　Ｃ．１９～５０歳未満の男性　※ただし、過去にＭＲ３・４期を受けた方は対象外
　　【助成対象の接種期間】　平成３０年４月１日（日）～平成３１年３月２９日（金）
　　【助成申請の受付期間】　平成３０年４月２日（月）～平成３１年３月２９日（金）
　　【助成対象となる予防接種】　風しんワクチン、麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチン
　　【助成額】　対象者のうちＡもしくはＢに該当する方：１０，０００円（上限）
　　　　　　　対象者のうちＣに該当する方　　　　　：　５，０００円（上限）
　　【申請方法】　次の書類を保健センターまで提出してください。
　　　　　　　　・予防接種費用領収書の原本　・予防接種済証　・印鑑　・預金通帳
　　　　　　　　※対象者のうちＢに該当する方は、胎児の母子手帳をご持参ください。
　　　　　　　　※対象者のうちＣに該当し、平成２年４月２日から平成８年４月１日生まれ
　　　　　　　　　の方は、ご自身の母子手帳またはＭＲ３・４期を接種していないことを証
　　　　　　　　　明する書類をご持参ください。
　
　詳細につきましては、保健センター（℡　６２‐６２０６）までお問い合せください。

平成３０年度  風しん予防接種費用助成のお知らせ

あかちゃん広場「 かるがもひろば」 のご案内
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地域おこし協力隊です！

将
吾

弘
基

　
　

立
徳

貴
裕

広
貴

宏敦拓
真

朋
行

潮

岬

潮

岬

潮

岬

須

江

潮

岬

潮

岬

串

本

串

本

串

本

出

雲

〈
出
生
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　ご
ざ
い
ま
す

勝
山

佐
武

東宮
㟢

小
池	

山
下

荒
木

中
井	

坂
本	

野
村

灯て

い衣
桜お

う
す
け典

莉り
の
ん暖

莉り

な那
悠ゆ

う
と翔

真ま
ひ
ろ宙

恭き
ょ
う
や也

希の
ぞ
み	湊そ

う
ま真	

凪な
ぎ

※ご本人・ご家族から希望があった方を掲載しています。
　掲載を希望される方・されない方は、届出の際に窓口
　にお申し出ください。

（３月受付分　敬称略）

皆さん、こんにちは！

ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

村
上

滝
野

井
下

辻
内

瀨
上

小
川

堀
切

大
岡

甲
山

佐
藤

東
地

山
本

篠
㟢

橋
爪

川
㟢

長
野

澤

串

本

潮

岬

和

深

串

本

串

本

田

原

鬮
野
川

串

本

潮

岬

串

本

神
野
川

中

湊

潮

岬

西

向

上
田
原

二

色

鬮
野
川

惠
三

岩
根

哲
司

幸
三

義
彦

昭順
子

巖榮
藏

喜
代
子

靜
子

卓作
美

美
代
子

フ
サ
子

京
子

榮
子

70	78	67	89	82	85	69	9398	87	93	88	90	66	92	76	92

　こんにちは、地域おこし協力隊の木戸です。
　５月のエクササイズクラスをご案内いたします。

ト
ニ
ー

ロ
ー
レ
レ
ス

い
つ
ま
で
も

　
　
　
　お
幸
せ
に

祐
孝	

瑛
里

洸
治

き
ら
ら

好
己

美
寿
穂

準
一

美
波

高
志

理
恵

明
彦

和

潮

岬

串

本

神
野
川

古
座
川
町

大
阪
府

串

本

串

本

串

本

樫

野

樫

野

串

本

古
座
川
町

河
村

山
口

中
田

倉
岡	

段
原

畑	矢
倉

岡
地

開
田

長
井

大
須
賀

池
畑	

■場所　串本町地域保健福祉センター
■日時 ・内容
　①５月１６日（水）１３：３０～１５：００
　　床に座るヨーガ
　②５月２４日（木）１４：００～１５：００　　　
　　簡単エアロ（有酸素運動）
　③５月３０日（水） ０９：３０～１１：００　　　　
　　イスを使ったヨーガ

■場所　古座分庁舎　3 階会議室
■日時・内容
　５月１８日（金）０９：３０～１１：００　
　床に座るヨーガ

※対象者はシニア世代の方に限りません。年齢を
　問わずどなたでもご参加いただけます。
　

■持ち物
　水分補給できるもの・フェイスタオル
■服装
・動きやすい服装（ジーンズはお控えください）
・室内履きのシューズ（有酸素運動のみ）
■定員
・ヨーガクラス１０名（先着順）
・有酸素運動クラスは定員なし
◇お申し込み・お問い合わせ先◇
　串本町保健センター
　℡　０７３５‐６２‐６２０６　

■講師　　地域おこし協力隊　木戸　俊秀
■参加費　無料
■お申し込みについて
　次の３点に同意のうえ、各実施日の前日のお
昼１２時までに、お電話でお申し込みください。
①受講にあたり、健康上の支障をきたす事がな
　い事を証明します。
②レッスン中の体調不良やケガなどは、自らの　
　責任で対処します。
③持参した所持品の破損、紛失は自らの責任で
　管理・対処します。　

地

籍

調

査

に

係

る

臨

時

職

員

の

募

集

　
串
本
町
で
は
、
建
設
課
（
古
座
分
庁

舎
）
で
の
地
籍
調
査
に
係
る
臨
時
職
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
　
１
名
程
度

▼
雇
用
期
間

　
平
成
30
年
６
月
１
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
９
月
30
日
（
日
）

▼
申
込
受
付
期
間

　
平
成
30
年
５
月
７
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
５
月
14
日
（
月
）

   

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分 

   

※
土
日
は
除
き
ま
す
。

▼
選
考
方
法   

面
接
試
験 

▼
募
集
要
領

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

串本町の人口と世帯

人口
男性 
女性 
世帯

平成３０年３月末現在（前月比）

１６，４５７人（－９５）
７，７３７人（－４９）
８，７２０人（－４６）

８，６７７世帯（－１５）

火災件数（1 月からの累計）

建物
林野
その他
合計

２件
０件
５件
７件

※平成３０年３月３１日が基準日

救急件数（1 月からの累計）

交通
急病
その他
合計

２０件
２４０件

８３件
３４３件

※平成３０年３月３１日が基準日

お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N

   

建
設
課
地
籍
グ
ル
ー
プ
に
用
意
し
て
い  

   

ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

   

串
本
町
役
場
　
古
座
分
庁
舎
　
２
階

      

建
設
課
　
地
籍
グ
ル
ー
プ

　
℡
０
７
３
５
‐
６
７
‐
７
０
２
０

串
本
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
募
集

　
串
本
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

▼
申
込
受
付
期
間

　
平
成
30
年
５
月
１
日
（
火
）
～
　
　
　

　
　
　
　
　
５
月
15
日
（
火
）
　
　

▼
試
験
日
時

　
平
成
30
年
５
月
21
日
（
月
）
（
予
定
）

▼
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

   

公
益
財
団
法
人
　

　
　
串
本
町
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
事
務
局

   

℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
５
５
４
０

　
※
月
曜
日
は
除
き
ま
す
。

平
成
30
年
度
国
家
公
務
員
採
用

一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）

　
人
事
院
で
は
、
平
成
30
年
度
国
家
公
務

員
採
用
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
申
込
受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
原
則
）

　
平
成
30
年
６
月
18
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
６
月
27
日
（
水
）

○
郵
送
ま
た
は
持
参

　
平
成
30
年
６
月
18
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
６
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　
　
（
通
信
日
付
印
有
効
）

▼
第
１
次
試
験
日

　
平
成
30
年
９
月
２
日
（
日
）

41

募
集

広報くしもとでは、有料広告を募集しています。
【掲載スペース】縦４６ｍｍ×横８５ｍｍ
【掲 載 料】１広告　5,000 円より
広告掲載を希望される方は、役場企画課広報係

（℡ 62-0556）までお問い合わせください。
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▼
試
験
地

　
大
阪
市
、
和
歌
山
市
、
田
辺
市
ほ
か

※
受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
人
事
院
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情

　
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
へ

　(http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/

　saiyo.htm
)

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
人
事
院
近
畿
事
務
局
　
試
験
第
二
係

〒
５
５
３
‐
８
５
１
３

　
大
阪
市
福
島
区
福
島
１
‐
１
‐
６
０

　
℡
０
６
‐
４
７
９
６
‐
２
１
９
１

被
害
者
支
援
活
動
員

養
成
講
座
受
講
生
の
募
集

　
犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど
の
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
等
か
ら
の
相
談
や

裁
判
付
添
な
ど
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

○
養
成
講
座
基
礎
コ
ー
ス

▼
日
程

（
前
期
）

　
平
成
30
年
６
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
　
６
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
　
６
月
23
日
（
土
）

（
後
期
）

　
平
成
30
年
６
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
　
７
月
７
日
（
土
）

▼
受
講
資
格

　
原
則
と
し
て
年
齢
20
歳
以
上
で
全
日
程

　
を
受
講
で
き
る
方

▼
募
集
人
数
　
30
名

▼
応
募
方
法

　
別
に
配
布
す
る
「
支
援
活
動
員
養
成
講

　
座
申
込
書
」
に
記
載
の
う
え
、
紀
の
国

　
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
提
出

▼
受
講
料

・
申
込
金
　
２
，
０
０
０
円

・
受
講
料
（
前
期
）
　
３
，
０
０
０
円

・
受
講
料
（
後
期
）
　
３
，
０
０
０
円

▼
申
込
受
付

　
平
成
30
年
５
月
１
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
５
月
31
日
（
木
）

▼
会
場

　
和
歌
山
県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー

　
Ｂ
ｉ
ｇ
・
Ｕ

　
田
辺
市
新
庄
町
３
３
５
３
‐
９

▼
備
考

　
基
礎
コ
ー
ス
（
前
期
）
を
終
了
さ
れ
た

　
方
は
、
基
礎
コ
ー
ス
（
後
期
）
に
進
む

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
無
料
公
開
講
座

　
養
成
講
座
初
日
の
６
月
９
日
（
土
）
は
、

　
無
料
公
開
講
座
と
し
て
一
般
開
放
し
て

　
い
ま
す
の
で
、
被
害
者
支
援
活
動
に
興

　
味
の
あ
る
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

　
い
ま
す
。

▼
募
集
人
数
　
50
名
（
要
予
約
・
先
着
順
）

▼
申
込
受
付

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

 

TEL:0735-67-7017 

 
NPO 法人 日本理美容福祉協会 

    
和歌山南紀センター 

出張専門 

・ご自宅 

・病院 

・施設様など 

カット パーマ カラー 

シャンプー 
 

ベッドカット 

お
知
ら
せ

和
歌
山
県
行
政
報
告
会
の

開

催

に

つ

い

て

　
和
歌
山
県
主
催
に
よ
る
「
和
歌
山
県
行

政
報
告
会
」
を
串
本
町
で
開
催
し
ま
す
。

「
和
歌
山
県
行
政
報
告
会
」
で
は
、
知
事

が
県
行
政
の
重
点
施
策
や
各
地
域
の
課
題
、

ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
、
参

加
さ
れ
た
県
民
の
皆
さ
ま
と
直
接
意
見
交

換
を
し
ま
す
。

　
串
本
町
の
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
時

　
平
成
30
年
５
月
7
日
（
月
）

　
午
後
３
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で

　
平
成
30
年
５
月
１
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
５
月
31
日
（
木
）

▼
応
募
方
法

　
別
に
配
布
す
る
「
無
料
公
開
講
座
の
ご

　
案
内
」
に
記
載
の
う
え
、
紀
の
国
被
害

　
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
提
出

▼
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
公
益
社
団
法
人

　
　
紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
７
３
‐
４
２
７
‐
２
１
０
０

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

各種申請書類は専門家におまかせください！各種申請書類は専門家におまかせください！
・ 自動車ナンバーの出張封印業務取扱い始めました
・ 民泊事業の相談（旅館業許可・民泊新法の届出）承ります
その他の取扱い業務
　農地転用・建設業など各種許認可・届出
　遺言／海事事務所提出書類など

（初回相談料無料）電話 080-2662-9548
HP ： http：//www.zd.ztv.ne.jp/nikata-jimusyo/

行政書士・海事代理士  二河田 浩之  登録番号 第12290260号

冠婚葬祭、イベント送迎。団体でのご旅行などにご利用ください

TEL:0735－62－0695　FAX:0735－62－0696
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▼
納
期
限
　
平
成
30
年
５
月
31
日
（
木
）

・
固
定
資
産
税
（
１
期
）

・
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

・
国
民
健
康
保
険
税
（
２
期
）

・
介
護
保
険
料
（
２
期
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
地

　
方
税
法
に
基
づ
く
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

　
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場

　
本
庁
舎
　
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
８
６

今
月
の
納
税

▼
人
権
行
政
相
談
　

①
５
月
10
日
（
木
）

   

　
会
場
　
串
本
町
役
場
本
庁
舎

　
　
　
　
　
　
別
館
４
階
会
議
室

②
５
月
24
日
（
木
）

   

　
会
場
　
大
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

※
開
催
時
間
は
各
相
談
と
も
　
　
　

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
で
す
。

相
談

移

動

県

民

相

談

の

開

催

に

つ

い

て

▼
日
時

　
平
成
30
年
５
月
16
日
（
水
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

（
相
談
時
間
は
１
件
に
つ
き
約
20
分
）

▼
場
所

　
和
歌
山
県
水
産
試
験
場

　
串
本
町
串
本
１
５
５
７
‐
２
０
　
　

▼
内
容

　
土
地
・
建
物
、
借
地
・
借
家
、
相
続
、

　
離
婚
、
金
銭
関
係
、
損
害
賠
償
な
ど
の

　
法
律
問
題
（
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
）

　
お
よ
び
行
政
相
談

▼
事
前
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
平
成
30
年
５
月
２
日
（
水
）

　
午
前
９
時
か
ら

※
東
牟
婁
振
興
局
　
総
務
県
民
課
へ

　
　
　
　
　
電
話
予
約
（
先
着
９
名
）

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
９
６
０
７

▼
開
催
場
所

　
串
本
町
西
向
３
５
９

　
串
本
町
役
場
　
古
座
分
庁
舎
　

　
　
３
階
　
大
会
議
室

▼
出
席
者

　
仁
坂
吉
伸
和
歌
山
県
知
事
（
主
催
者
）                          

　
田
嶋
勝
正
串
本
町
長
（
開
催
地
町
長
）

▼
内
容

①
知
事
に
よ
る
県
行
政
の
重
点
施
策
や
各

　
地
域
の
課
題
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
に
関

　
す
る
説
明

②
知
事
と
参
加
者
と
の
意
見
交
換

▼
備
考

・
駐
車
で
き
る
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、
お
車
で
ご
来
場
の
際
は
、
で
き

　
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
当
日
は
、
手
話
通
訳
者
お
よ
び
要
約
筆

　
記
者
を
配
置
す
る
予
定
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
和
歌
山
県
　
知
事
室
　
広
報
課

　
℡
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
０
３
４

・
東
牟
婁
振
興
局
　
地
域
振
興
部

　
　
企
画
産
業
課

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
９
６
０
４

・
串
本
町
役
場
　
総
務
課

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
５
５

※
土
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。
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第18回第18回 古座川クリーンアップ大作戦古座川クリーンアップ大作戦

平成３０年5月20日（日）
午前8:00～午後3:30

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

℡  0735-72-0645
（受付  9:00～17:00）お問い合わせ･お申し込み 南紀串本観光協会古座

参加者
募集

雄大な流れと美しい景観を誇る古座川をカヌーツーリングしながら流域のゴミ拾いを行います。
カヌー初心者の方でもインストラクターが同行しますので、安心してご参加ください。

集合場所：古座川町　月の瀬温泉ぼたん荘
コ　－　ス：一枚岩 ～ 鶴川橋（昼食）～ ぼたん荘
参加料金：大人　　　　2,000 円
　　　　　小学生以下   1,000 円

※参加は予約制となります
※カヌーをレンタルされる方は、
　別途2,500円必要です
※小雨決行

昼　食　代
保険料込み

申込締切日 ５月15日（火）
※ただし、定員になり次第締切


